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編集／釜石市総務企画部総務課青少年女性室 
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◎報告「『知って納得男女共同参画展』を開催

しました」 
◎特集「STOP THE 暴力」 
◎インフォメーション 
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報告     『知って納得男女共同参画展』を開催しました 

                    期日 平成 16年 10月 29日(金)～31日(日) 

会場 釜石市民文化会館1階展示室 

  主催 釜石市(総務課青少年女性室) 

協力 岩手県男女共同参画サポーター釜石地区 

男女共同参画の理解と男女平等の意識改革を進める機会とするため、図書や各種資料の展示、

グループ活動を行いました。3 日間で 150 人の方にご来場いただきました。今回の参画展は、

市内の男女共同参画サポーターの方々が企画から運営までを行いました。 

・展 示 図 書  103冊 ジェンダー、DV、女性学、男性学、思春期、児童虐待、 

人権、ジェンダーの視点で読む絵本など 

・展 示 資 料  ※ジェンダーかるた、イラストで学ぼう男女共同参画社会基本法、 

         ジェンダーチェックシート、海外研修パネル、学習ビデオ20本ほか 

          ( 学習ビデオは貸し出しいたします。青少年女性室まで。) 

・グループ活動  釜石・大槌地区読み聞かせサポーター「颯・2000の会」 

          30 日(土)午前 子供たちへの絵本の読み聞かせ 

         釜石地区更生保護女性の会 

          30 日(土)午後「いわて男女共同参画フェスティバル」参加報告会 

 

※～ジェンダーかるたより～ 

あらゆる分野に女性進出男女共同参画社会基本法は21世紀の重要なカギ 

    いンストロー(国際婦人調査訓練研究所の略)から全て女性政策誕生 

    うーマンリブはジェンダーの起動力 

 

展示資料から (男と女のパートナーシップを考える情報誌「あぜりあ」より抜粋)

映画「たそがれ清兵衛」 ～自分らしく生きるって、どういうこと ?～ 

 

時は幕末。主人公清兵衛は城勤めの下級武士で、妻に先立たれ、幼い二人の娘と痴呆の始 

まった老母とのやもめ暮らし。勤めが終わるとすぐに帰宅することから、同僚に「たそがれ」

と呼ばれる冴えない男てす。清兵衛は出世欲もなく、『決して生活は楽ではないけれど、子供

たちの成長する毎日を見ているだけで十分幸せだ』と言い、『本当に守りたいものが守れれば、

人からどう思われようと何もいらない』と考えています。貧しいけれど温かい生活、父娘がさ

さやかな幸せを大切に精一杯生きる姿が清清しく描かれています。 

 清兵衛は、自立することの大切さも娘に教えています。『これからは女子も学問をしなけれ

ばいけない。学問をすれば自分の頭で物を考えることができる。世の中がどう変わっても考え

る力を持っていれば、何とか生きていける。男も女も同じことだ』と。 

 全編を通して、家族に対する清兵衛の優しさ、大きな愛が感じられます。優しさこそが本当

の男らしさだ、とドラマは訴えています。 

 

 「男らしくない」「女らしくない」「子供らしくない」・・「らしさ」とは何でしょう。 

 「私らしさ」は私が、「あなたらしさ」はあなたが決めることです。 
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① 配偶者暴力相談支援センターの機能を果たす施設数 

    全国に１２０箇所設置(平成１６年１０月現在) 

特集 

平成 13年 4月に制定された「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」(「配
偶者暴力防止法」、通称「DV防止法」)の一部が改正され、12月 2日から施行されています。 
保護命令の対象を元配偶者に拡大するとともに、被害者の子への接近禁止命令制度の創設や退

去命令の期間を 2か月に延長することなどが改正されました。 
 配偶者からの暴力は、精神的な暴力も含め、外部からの発見が困難な家庭内で行われるため、

周囲が気付きにくく、被害者本人によってもそれと認識されず、また認識された場合を含めて、

なかなか明るみに出されません。加害者にも、被害者にもならないために、また、被害者を支援

するためにも、『DVは特殊な問題』と思わず、知識を身に付け理解を深めましょう。 
※内閣府では改正後の法律を分かりやすく解説したパンフレットを作成しました。青少年女性室にもあります。

※内閣府のホームページでご覧いただけます。http://www.gender.go.jp/dv/pamphlet-dv/index.html 
配偶者暴力防止法の施行状況 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
「男女がともに輝き、生きる、心豊かな地域社会の実現を目指して」 
 11月 14日(日)、あえりあ遠野において、男女共同参画エンパワーメントいわて実行委員会(田
端八重子委員長)がドメスティックバイオレンス根絶を訴える講演会・分科会を開催しました。 
 DV 加害者の元夫によって子どもを国外に連れ去られ、再会を果たせていない東京都近郊在住
の杉本菜七さんが実体験を語り、相談・対応機関などのあり方に問題を提起しました。国外への

子ども誘拐事件に対しては、国内法での司法救済に実効性がないのが実情です。外務省などにあ

らゆる手を尽くしたものの、進展のないまま現在に至っています。 
 杉本さんを支援するソーシャルワーカー佐々木郁子さん(東京)が、支援機関等の不作為、過誤
により引き起こされた二次被害を指摘し、「決して繰り返してはならない」と強く訴えました。 
 国際離婚に伴う親権争奪の問題、子どもの人権問題も提起されました。 

② 配偶者からの暴力に関する相談件数 

(1)  配偶者暴力相談支援センター 

① 相談の年度別件数            平成１５年度は 

平成１４年度  ３５,９４３件     年間４万件を超える相談 

平成１５年度  ４３,２２５件 

平成１６年度  ２４,８１８件(４月から９月まで)   

合  計   １０３,９８６件(１月平均３,４６６件) 

② 性別相談件数 

女 性    １０３,５４３件(９９.６％)    相談者は圧倒的に女性 

男 性        ４４３件(０.４％) 

※ 内閣府の調査によります。 

(2)  警察における対応件数 

平成１３年     ３，６０８件(１０月から１２月まで) 

平成１４年    １４,１４０件 

平成１５年    １２,５６８件           

合  計    ３０,３１６件(1 月平均１,１２２件) 

※  1 警察庁の調査によります。 

2 対応件数とは、配偶者からの暴力等の相談、援助要求、保護要求を受け、 

    又は被害届・告訴状を受理した件数をいいます。 

3 平成 13 年は、10 月 13 日(法施行日)からの対応件数です。 
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情情報報・・アアイイデデアア  募募集集中中！！！！  
 市青少年女性室では、れれででぃぃ

すす・・ねねっっととわわーーくく掲載用の情

報・アイデアを随時募集してい

ます。 
 募集内容は、「こんな団体があ

る、こんなすてきな人がいる」

といった情報提供、「こんな特集

を組みたい」といったアイデア

などです。意見・感想もお待ち

しております。 
 
市総務課青少年女性室 

TEL：22-2111(内線 1１７) 
FAX：22-2686 
E-mail ↓↓↓ 

Ｓoumu@city.kamaishi.iwate.jp 
(件名に”れでぃす・ねっとわーく宛”  
とご記入ください。) 

 
ひととき。 

 
ひととき。 

 
11月 27日、市民文化会館において「男女共同参画

まちづくり市民フォーラム」が開催されました。次号

でご報告いたします。今月は師走。早いものですね。

来年は、災害のない年でありますように。(K.C) 

今年は、楽しんで、反省して、本当に色々

あった１年でした。お世話になりました。

来年は、もっともっとたくさんのことを身

につけ、とことん人に優しい人でいようと

決意を固めております。来年も、皆様にと

って素晴らしい１年でありますように！

何はともあれ、前向きに！！（K.A）

一人で悩まず相談しましょう ! 

「配偶者の暴力・女性の人権に関する主な相談窓口」

釜石市福祉事務所児童家庭係   TEL２２－０１７７

釜石地方振興局保健福祉環境部  TEL２５－２７０２

釜石警察署           TEL２２－０１１０

岩手県福祉総合相談センター 

☆県の配偶者暴力相談支援センターとして指定  

TEL019-629-9608～9610  FAX019-629-9612

休日夜間電話 019-652-4152 

もりおか女性センター    TEL019－604－3304 

女性の人権ホットライン   TEL019－626－2659

(盛岡地方法務局) 
いわて被害者支援センター  TEL019－621－3751 

岩手県警察本部 

警察安全相談       TEL019－654－9110 

性犯罪被害相談      TEL0120－797874 

ストーカー対策室     TEL019－653－0110 

 

「子どもに関する主な相談窓口」 

釜石市福祉事務所児童家庭係   TEL２２－０１７７

釜石市少年センター       TEL２２－０１９０

釜石教育事務所         TEL２５－２７１１

釜石地方振興局保健福祉環境部  TEL２５－２７０２

子どもの人権１１０番    TEL019－626－2655 
(盛岡地方法務局) 
岩手県警察少年サポートセンター  
ヤングテレフォン     TEL019－651－7867 
岩手県福祉総合相談センター内 

こども家庭テレフォン   TEL019－652－4152 

 

相談先が分からないときは、市青少年女性室までお問

い合わせください。 

ジェンダー・フリー の絵本 
「プレゼントはたからもの」 

「おきゃくさんはいませんか?」

「ぼくはよわむし?」 

 ・草谷桂子作 鈴木まもる絵

・出版 大月書店 

「知って納得男女共同参画

展」で紹介しましたが、子ども

たちにも人気のあった絵本です

 “子どもたちの個性を大切に

育ててほしい”という願いが込

められています。 

３冊とも釜石市立図書館にあ

ります。 

 


